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              論   文   の   要   旨 
 
ラビリンチュラ類は従来、主に形態的な特徴に基づきラビリンチュラ科とヤブレツボカビ科に大別されてい
たが、所属不明とされる生物も多かった。株化が困難である種も多く、分類学的研究が滞っている分類群のひ
とつである。ラビリンチュラ類に属する 9割以上の種は汽水・海水域に生息しているが、その中で Diplophrys
属は数少ない淡水種を含む属として知られている。Diplophrys属の生物は円形から楕円形の形状をしており、
その両端から糸状の仮足を伸ばすことと、大きな油滴を 1 つから複数持つことが特徴である。淡水性の
Diplophrys属に近縁な環境配列は、南極の昭和基地近くの仏池や、スペインに流れる pH2.6の Rio Tinto川
などから検出されており、Diplophrys 属および近縁属の高い多様性が示唆される。一方、前述の形態的特徴
を持つ Diplophrys様の生物は淡水域を中心に頻繁に観察される。しかし、Diplophrys属は単離培養方法が確
立されていないために、基礎研究が十分に行われておらず、形態と分子情報との紐付けも不十分である。そこ
で著者は淡水性 Diplophrys属の培養方法を確立し、系統分類学的研究を行って審査対象論文としてまとめた。 
 
本論文において、著者は Diplophrys属の栄養要求性を明らかにするために、多数の天然サンプルを採集し
て観察し、淡水性 Diplophrys様の形態を示す生物がワムシなどの動物性プランクトンの死骸に集まっている
ことを確認した。著者はここから着想を得て、市販の乾燥ミジンコを蒸留水に入れて滅菌したものに淡水性
Diplophrys 様生物を加えることで培養株を作成することに成功した。長期間保存できた株は少なかったが、
北海道越後沼、長野県野尻湖、茨城県燧ヶ池・北条大池、山梨県山中湖、神奈川県芦ノ湖、福島県蛭沢溜池・
東ヶ丘公園・新横峰溜池から単離された 9 株は一時的に増殖させて、18S rRNA 配列を読み取ることができ
た。また、うち 5株に対しては透過型電子顕微鏡による観察が行われた。 
 
長野県野尻湖から単離培養された淡水性 Diplophrys様生物の 18S rRNAの解析の結果、同株は Diplophrys
属に含まれることが示された。さらに同株について光学顕微鏡下で観察したところ、Diplophrys 属として既
に記載されているD. archeriとD. parvaの原記載文には記述がない、這いずり回るような運動様式を示した。
また微細構造の特徴から、本株は D. archeriや D. parvaとは異なる種であると判断され、Diplophrys属の新
種 D. mutabilisと命名・記載された。 
 
また著者は、確立した株の 18S rRNA配列を解析し、D. mutabilisのものを除いた全ての株はアンフィフ
ィラ類（Amphifiloidea上科）に属することを明らかにした。Amphifiloidea上科はラビリンチュラ類の中で
も詳細が不明なグループであり、確立されている株は海水性の Amphifila marina1種のみである。しかし先
行研究により、日本、ヨーロッパ、アメリカ、南極等、広い地域で採られた環境配列がこのグループに入るこ
とが確認されていた。また、A. marinaは海水性であるのに対して環境配列の多くが淡水と土壌から検出され
ており、前述の pH2.6 の河川からも検出されていた Amphifiloidea 上科に属する生物は今まで 1984 年に記
載された A. marinaのみであったため、本研究で確立された 8株は、同グループで初めて確立された淡水性
の株となった。 
 
著者が作製した株のうち継代培養が可能であった２株について透過型電子顕微鏡で微細構造を観察したと
ころ、A. marinaでは確認できない internal membrane system と称される糸状仮足の中の膜系が発達して
いることが確認された。生息域やこれらの違い、18S rRNA配列による分子系統解析の結果から、新属新種の
生物とするのが妥当であるとの判断に至り、本生物は Fibrophrys columnaとして命名・記載された。 
 
 本論文により、新規に淡水性ラビリンチュラ類 2 属 2 種が記載された。また淡水性ラビリンチュラ類であ
る Diplophrys様の形態を示す生物は、光学顕微鏡では形態がよく似ており識別困難であるが、Amphitremida
目の Diplophrys属に属するものと、Amphifiloidea上科の Fibrophrys属に属するもの、少なくともこの二つ
に分けられることが示された。さらには微細構造の観察によっても両分類群は共通性が高いながらも仮足の
構造などに違いが見られることが明らかにされた。 
 
 
              審   査   の   要   旨 
本論文は、多数の天然のサンプルの詳細な観察に基づき、Diplophrys属およびその近縁属の培養に必要な要
素を見出し、これまで維持が困難であったこれらの生物の培養方法を確立し記述したものである。更に著者は
培養株の微細構造観察と分子系統解析を行い、形態形質と配列情報との対応関係を明らかにした。その上で、
特徴的な培養株について適切な分類学的処置を行い、新属の設置を含む2属2種の記載を行った。本研究は、こ
れまで培養すら困難であった淡水性ラビリンチュラに関する知見の蓄積を促進するものとして、非常に高く
評価できる。 
Diplophrys 属、および Amphifiloidea 上科に含まれる生物には、未だ株化できておらず、専ら環境配列に
よって認識される詳細不明なグループが多い。本論文の知見を基盤とし、これらの生物の姿を捉え、培養株を
作成して解析していくことによって、未だ不明点の多いラビリンチュラ類全体の系統分類の整理が可能とな
ることが期待される。 
平成29年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
